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緒　言

　ハチ 刺傷 に よ る 反応 は 彁所反応だ；すの 場 合幽 ら全身反

応 に 至 る まで 多彩で あ っ て j 重症例で は 致命的 に な る こ

とが あ る，米 国で は 毎年約 如 名 がハチ 刺傷 の た め に 死

亡 して お り
b ， ・・　・チ ア シ ル ギ

ーO 重要性 か磁1羇 され て い

る，一・
方 本 邦 で ば 佐 々 本 らiこ よ っ て 慮甘 の 住 民 や i国 1・労

働 者に お い て ハチ 刺 傷に よ る 覈害 が 多 い こ と炉 報告 さ叡

て い る
2／． 私 た ち は 昭 和53．54年 に 長 野県

一
ドの 営林署騒

員 201名，2217名を 対象 に ハチ 刺傷に 関す る ア γ ヶ
一 ／．t

調査を施行 し て ，それ ぞれ G ％， 8 ％と高率 に 全身 1又応

の 既往 を 認 め た
鋤 ．営林署職員は 職場 が 缶 梓で ある た

め 受傷 の 機会 炉 多 く， か つ ハチ を 避 ナる ・二 と も難 しい ，

さ ら に 救 急時 lr．医 鬚機関 ま で 搬送 さ れ る時闘齢余裕 も；n

い こ とが 多い ，そ の た め に 人 山 前 に 前 も っ てハチ に よ る

全 身反応 の 有無 を 予 測 し，何 らか の 予防措 置を と る こ と

が必要と な っ
て くる，

　 ハ チ 刺 傷に よ る全身反応 を 予測す る た め び｝某礎 的 な 検

Ahbre ▼ ia重叢ong ；　 b¢ e 　助 ゴ5　 m ♂it｛声プa 五innaeus婁
IgE 　irnmunog 【obuhn 　E3　1gG 　　imrnUnogk 〕bulin
G ； P ．餌 ’． Polistes ‘ゐinesゴ∫ antennaii5 凸 嬉 ‘露5；

P 。ゴαd ．　Potistesゴadtt，igae　 z）alla 　 Torre；　 PRU

phadebas　RAST 　 unit ；　RAST 　r邑dioallergosc）rbe 鹽1亡

‘est3 臥 」8 副 εff 塩 ρぬ f4こ’1‘ePs 　tewisii　Came 厂oη；

臥 xanth ，　 ｝
〆
eslm 　 simitlfma 　 xanthePtfT ・90 ロ 雁 厂 費π

討と して，私 た ち は 抗ハチ 毒特異的 IgE お よ び IgG 抗

体 の 測定 を 行 っ た， ま k 同時 ｝こ ハチ 刺傷 直後 の 血清で

histamlne を測定 し． 1型 ア ン ル ギ ー反応と の 関係 に つ

い て も検討 t た の で 報告す る 、

対 　象

　 1、　営林署職員

　昭和55年 に 飯山，臼 田、三こ殿，飯 田 の 4 営林署職員

772名に つ い て ハ チ 刺傷 ｝二 閧 す る ア ソ ケ
ー

ト調査 を 行 っ

た．そ の 結果，全 身反応 お よび large　local　 Teaction の

既 佐を 有す る者 孛よIH 名 （14．4％） て あ っ た． そ の rいの

田 名に つ い て 同年秋 に さらに イ ソ 々 ビ ．−L 一調査 を 行 い ア

ソ ・’厂 一昏 の 詰果を再確認 し， 同時 に ハチ 毒 に ょ る prick

test
， 採血 な ど を行 っ た．　 こ 2．ら93名 の 性別，年令 ，過

去 の 刺蕩歴 ，刺餝 ベ チ ，血清採取 ま で ‘つ 時聞な どを ま と

二5
「
ぐ，モ三；二 示 L た ，　ま ナこ臣蕊鋳く1症：1超を 隻与1 幸轂と同様1二 1 ：

局所反応 ， 9 ： じん ま しん ， 皿 ： 呼吸困難，IV ：意識消

失 の 4 段 階 に 分類 し，同 じ く表 1に ま とめ た、

　2．　救急ダト米受診者

　照和 55，56年の 2年間 に
ハチ 刺傷を キ 訴 に 佐久総 台

’
病

院救急外来 を 受診 し た 者 ユ2王名，69名 中 ，ア γ ケ
ー ト 謂

査 と血 清 の 採取 を行い 得た 58名，童5名を検討 の 対象 と し

た． 二れ ら83名 の 内訳 を 表 1に ま とめ た ，
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対象 と な っ た 営 林 暑 職員 お よ び

救 急外来受診 者 の 内 訳

性別 （男 ： 女）

年令 （平　均）

i魏外
鐘 ：醂 署 羅

57　：26 　　　 91　：　2

4 − 79　　　 29 − 6气

（41・9）　：　（47・8）

過 去 O 刺 傷匡i数　　　　　 o

　　　　　 　　　　　 ≦ ・1

　 　 　 　 　 　 　 　 5≦ ≦ y
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　 Iv

不 明

53i
・・1躑

ユ8　 i ？，8

7 　 ｝ 26

，i　 i　 　 5

1　　，

P：otein 　assa ｝
r
法 （Bi◎−Rad） に よ っ て 1，1Gμ9／mb こ 調整

し た 2 系列で 行 っ た．

　12．　 IgE・RAST

　paper　discの 作成は Ceska5） ら の 方法に 準じた．そ の

結果最終的 fこ paper　disc に coupling し た ア レ ル ゲ ン の 蛋

白 量 は ， protein　 asvay 法 に て bee　 venorn 　2L8mg1600

discs
， キ イ ロ ス ズ メ パ チ と ク ロ ス ズ メ バ チ の venom 　 sac

extract は と もに 2 ．7m9 ／300　djscsで あ っ た．標識抗 ヒ ｝

IgE 抗体 は ，　 Phadebas　IgE・RAS 】r　kitを 使用 し ，
　 kSt付

属 の Teferenca 　 serum ｝こ 従 っ て RAST 　sc 。re お よ び PRUl

ml （Phadebas　RAST 　unit ）で 表示 した．

　 3．　 IgG −RAST

　塩野義製薬か ら提供 さ れ た Phadebas 　 IgG −RAST 　kit

を 使 用 し，bee　 venom （7359E ），
　 common 　 wasp 　 veno 皿

（736腿 ） の 2 種類 の paper　digcを用 い て 特異的 IgG 抗

体を 測定 し た ．す なわ ち 血 清 を 20Q倍 に 希釈 し，そ の 50

μ1 と IgG ・RAST 翔 の paper　 disc とを 3 時間 incubate

した．IgG ・RAST 　kit の washing 　 solutien で 3 回洗浄後

標識抗 ヒ ト IgG 抗体 を50yl ず つ 加え
一

晩放置 し，洗浄

後 ガ ソ マ カ ウ ソ タ
ー

で radieactivity を 測定 した．結果

は kit付属 の 5 ．OU 〆m 王 の reference ・e   を 0・IU！ml

まで 希釈 し て 得 ら れ た standard 　 curve を 作 り，それ か

ら 判定 した （図 1 ）．

T％

40

：方　法

　1、　　prick　teSt

　対象 か 営柱署職 員で ハ チ 刺傷 に よ る 全身反応既往者 で

あ っ た の て
， 皮内 テ ス トは 行わ ず prick　tcst の み を 施行

し た 、ア レ ル ゲ ソ エ キ ス ぱ 第 1報 と 同様に 作成 した ミ ツ

バ チ 〔Apis　mellifera 　Linnaeus， 以下 bee），ク Pt ス ズ メ バ

チ （VesPuga　fiagicePs　letL・isii　Cameron
， 以下 i乙 勧 ｛∫の，

キ イ ロ ス ズ メ バ チ （VesPa　simillima 　xanthoPlera 　Camerom，

以下 F．．xanth ．） の whole 　 body　 extraCt お よ び venom

sac 　extract と セ グ μ ア シ ナ ガ バ チ （f
〕
olistes 　j

’
adwigae 　D ・

alla 　 Torre
， 以下 P ・知 4，），

フ タ モ ソ ア シ ナ ガ バ チ （Peii・

stes 　 fihinensis 　 antennaiis 　 Fab 厂icius，　以 下 P．　ant ．） の vc −

nom 　 sac 　 extract の 計 8 種類 を 使用 した．蛋 白澄度 を

30

2G

10

　 　 　 　 D．2　　　　0．5　　1．0　　2甲0　　　　5噛  じ／mi

　図 ：．IgG−RAST 　standard 　curve （Phadebas
IgG−RAST 　kit）．
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1124 抗 ハ チ IgE
，
　 IgG 抗俸 と廊 濡 h三sta 皿 ine

　 4．　 protein　A・RAST

　 Hamilt 。 n ら
E｝

の 方法 と同様 に protein　A を tracer と

し て特異的 IgG 抗体の 淵定を行 っ た
っ ．す な わ ち，　 pro・

tein　A （Phamacia ）を Sephadex 　G −】OOで 再度精製 し，

そ の ］6Ptgl’10μ1 に   ．5mCi の Na　
lz
鰻 （New 　 England　Nu・

clear ）1 ttlと chlQramine 　T 引
（関東化学） 10≠cgllO ！tl と

を加 え IO分間振盪 した 後， 25μgii  Al の sodiu 皿 pyro・

sulfite （関東化学） な 加 え て 反昆1を 鯵止 させ た ． 次 に

Sephadex　G −25を用 い て ゲ ル ろ 過を彳］
’
い 遊離 の

1＝ 1 を 除

去 した．そ の 結果標 識緩 の speei 　f’1　c　ac しM しy は 14．6μCり

μ9 で あ つ た ，ま た pape「 disc は 前述の IgG −RAST 　kit

を使用 した．

　5 ，血 清 histarninc値 の 測定

　救急外来受診者 の ）ち，受蕩後24時 問 以 内の 検体 て 宜鼠

清 histamlne 値 の 測定 を 行 っ た．測定 は 江郵 ら
9，

の 方溝

と同様 に 行 っ た．

結　果

裏 2 　営 林 署 職 員 に お け る 脅 疆 抗 ハ チ 毒

　　　　 IgE 抗体 の 陽 性 率

華鴈 ．協 1 受 傷 …＿
IgE−RAST

bee

1厂．xanth ．

r．ieこ舗」痺

ア シ ナ ガ バ チ

コ ソ lP 一ル

飜 　 be，
　 iド湘 甑

・
1・．〜eu ，i，si

　 6　 　　 　5　　 ．　　 4　 　　 　　 ：三

　　　（　　83彡ぢ）　i（．　67夕多）　i （　　5〔〕象∫＞

23　　　 2　 …　　 4　　　　 4

　　　（　＄．7；i）　1　（17．4タ6）　1　（17．495）
14　　　　 5　　 …　　 5　　 ．　　 2
　　　（

「．．− rT　「J ！
ゆ n ．t，℃ ）　…（35．7％）　

』
（14．3驚）

　 　 　 　 1（】　 …　 n ，d．零 　 　 n．d．s弓3
　　　（23．3彡

’
i）…

Ic・　　 o　 …　 0　　 　 6

　 1． 営林署職員 で の 検討

　 a ）　pr…ck 　 teSt

　prick　 test の 判 定 は ス ク ラ ヴ チ 研究班 の 陽性判定基

tWlo；
’
で あ る ＝

P
ン ト ロ ール の 2 借以上 とい う条 件 の 1まか ，

さらに 非特異的反応 を 除外 す るた ぬ に 1
，

工OPtgiinl の 2

系列 の 濃度 に お い て 濃度勾醍 を示す反応を陽性 と した．

ミ ツ バ チ ，ス ズ メ バ チ 群，ア シ ナ ガ バ チ 群 で 全身 反 恋 を

呈 す る 6 ， 23，43網中，対応す る venOm 　 sac 　 exlract て

陽性 で あ っ た の は そ れ ぞ れ 0 ，2 ，3 例 に す ぎ な か ．．、

た ，

　 b）　IgE・RAST

　IgE ・RAST の 結果を 表2 に 示 した．　 bee て 全身反応

を 呈 した 人 は bee の IgFrRAST が83％に 陽性 （RAST

score 　 l 以 上 ） で あ っ た が ，　ス ズ メ バ チ 群 に よ っ て 全 身

反応陽性者で は そ れ ぞ れ 死 欄 紘 王7．4％，ザ．」頗 癬

14・3％と 低率で あ っ た ， IgE 抗体は 受傷後
一

過 性 に 増

加す る が，時間経過 と と も に 低 i｛ して くる，そ こ で 受

傷時期 に つ い て 検討し て み る と （表 3 ），採血時期 が受

傷 徒 1年以内の 場
・
合に は 47．1％ に IS「E−R へST が 陽性 で

あ っ た が， 2 年以上 経 過 して い る と亅1．596 と低率 で あ っ

た（P く O・02），こ れ らの 受傷後 1年以内の 17例 に つ い て

IgE−RAST の 陽性率 と 全身反応 の 程 度 と を 比 較 した と

こ ろ （表 4 ），じん ま しノ．や 全身発赤例 に 比較 的高 い 陽

＊　 ロ ．d，： not 　done．

　 表 3　 抗 ハ チ 毒 IgE 抗体 の 湯控率 と 荊 觴後 の

　　 　　 時間邊 過，営 林 署 職 員 で の 検 討

　　 　　 　　　 　 荊 傷 後 ．刺 傷 後

ア 、
．

ル ゲ γ 膚 ス

．1年 廓 極 一2一製 上
　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 有意差
　　　　　　　　　陽 　往 　i 陽　性 　，
　　　　　　 一． ・．一（彡6）　 L ．（

o 〆

fO ）　 …

　 bee 　　　　　　　4 ！4 　…　 1 ／2
　　　　　　　　 （ 圭⊂iO％）　（5亅〕．o％）

　 ド・xatt ’h，　　　　　　 2／5　　
．
　　2 ！18

　　　　　　　　 細 ．o紛 ｝（11．12V．）

　 1「  le：t’isii　　　 218 　
．
　 甲 6

　　 　　 　　　 　 （25．o珍 ）．（　 GI弩 ） ：

　　 合　　言卜　　　　　　　8 ！17　．　　3 ／26　…　PくくO．02
　　　　　　　　 （47 ユ 96）…（臨 砺 ）．

表 ・1　抗 ハチ 毒 lgE抗 体 の 陽 性 率 と 臨 床 痘 状 と の 巽 係

　 王年以 内 り 蔦 塲 燹 を 有 す る 営柱 署 職 員 で の 検計

　　　 　　 　　 　　 　　　 　　IgE −RAS11
　 全 身 反 応 　 一一一 　 ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 陽 　 窪

　 じ　八・　ま　し　凶・　　　　　　　6 〆9　　　　　　　　65．7

　 ≦≧　身 　trt； 　7≒：　　　　 廴13 　　 …　　 33．」

　 顔 　颪 　浮　腫 　　　　1 〆4　　i　　 r・ltt，．｛±

　 屯 　気，瓶 　吐 　　　　鰛 1　　 i　　 c・

　 意　識 　溏　失　　　　o ！2　　 i　　 1二：

性率 を 示 し た が，よ り重篤 な 痞 状 で あ る意 識 消失 の 2 例

で は IgE −RAST ほ む し ろ陰性 で あ っ た．

　 c ）　IgG−RAST

　lgG−RAST の 陽性率 （20Ulml 以」二〉 は ミ
・
ソ バ チ で の

全身反 応 既往者 で は bee　 venom 　disc に 対 して 6 名中 4

名 （6δ．7鋸） が 陽性 で あ ウ．同様 ｝こ ス ズ メ ハチ で の 全身

N 工工
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反応 隅往者 で は wasp 　venom 　sac 　disc　 iこ 対 して 35名中

7 名 （21〕％）が陽性で あ っ た，ま た巡回検診 で 得 た 長野

県晦の 農村音［三に 在住 の 陸康 1，史人血 清 で も か な ウの 陽性

u ／ml

　200

100

　

　
　

50

卜

oD
く
窪・
O
聾

　
20
　
　

　

（ 〉陽 性率

健 康 成 人 　営 林署 職 員

率が 認 め ら れた （図 2 ）．し．か しこ れ らの 健康成入 で は

1舅E−RAST は 陰｛生で あ っ

．
た．ハチ 荊傷 回数と IgG−RAST ，

王gE −R．AST と の 関係を営林署職員 て 検討す る と （図 3），

IgG −RAST 　i．ま勅傷回数 が 少 な くて も陽性者 が 存在 し，養

蜂家 の よ う な 刺餝 回 数 と IgG−RAST と の
：

相関闘係 は 認

あ ら れな か ．ゴ こ． む し ろ lgE 抗体が 刺傷 5 回 以上 の 例

に お い て 高鱆を 示す よ うで あ っ た． ま た IgG −RAST 値

と 至gE−RAST 値 と の 悶 に 相 関 は 認 め られなか っ た ．

　2． 救急外来受診老 で の 検討

　 a ）　IgE −RASr お よ び IgG−RAST

　83名の 救 急外来受診老 の なか で 刺傷 バ チ が確認で ぎた

の は ミ ツ バ チ 2 例 ，
ス ズ メ バ チ 群 29名 で あ っ た．対応す

表 5　 ハチ 刺傷 後 の 重 症 度 と 抗 ハ チ 毒 IgE 抗 体 ，

　　　　　　　 igG 薯亢体 と の 関 係

症 　状 数

陽 　　性　　率

健 康成 人　営林署 職 員

n 二10 n ＝6 n − 10n − 35

　 　 　 　 　 　 bee　　　　　　　　　　　　　 wasp

医 2 ．覚林 署職 員 で cD 抗 ハ チ 毒　IgG 抗 イ聿の 陽性 率 ．

1

正

皿

OQ

ハ
U

尸
σ

2

1

IgE−RtNST lgG −RAST

8　（　44％）　　　　2　（　11％）

6　（10D％ ）　　　　2　（　3390）

5 （100タ5）　i　3 （60ヲ6）
2 （正OO％）　　 2 （10Q霧）
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20D150
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O
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←

g◎
く
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導

20

　

7謹
5≦ 　≦ 9　　 10≦
n ＝13　　　　 n ＝＝21

PRUIml
　 30

20

ハ
U
　
　

　
　
　

　

ニ

ト
の

く

氏・
凵
ロ〇一

IgG−RAST ≦ 4n
＝7

5≦ 　≦ 9　　 tO≦ ．
n ＝13　　　　n ＝21

19E −RAS 丁

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ チ 刺 傷 回 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　bee　如1傷　　　　O 　　wasp 　東i傷

ii43，ハ チ 劔 傷 酉 数 と 抗ハチ 毒 IgG 抗体．　 IgE 抗 体 と の 闘係，営林著職 員 で の 検 討，
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〈 0．05

く O．05

　 　 　 100　　　　　　　　200　　　　　　　　300　U！mI

　 　 　 　 　 　 protein 　A −RAST

　 営 わ昏署 職 負　　●　bee　纛魂隹吉，　Q 　wasp 　痔i傷
　 救急 外 来 愛 診 老　コ 局 所 反 応 群 　図 じ 孟・ま し．〆い群

　　　　　　　　　 ■ 意識消 失 群

Phadebas 　IgG−RAST 　と　protein　A−RAST 　と の わ｛関関係．

　

20

IO

5
Φ

三
∈

3
の

＝

震

賃

O

O．

｝庫

　　 コ ン トロ ール 群 局所反応群　じん ま しん群 意鐵消失群

　　　　 n＝t50 　　　　　　　n；22　　　　　　　n＝T8　　　　　　n＝4

　 図 5 ．ハチ 荊 傷 に よ る 症 賦 と盤 清 histamine

値 と り 関 像．

る ハチ 毒 discを 使用 し て 特異 的 1琶E 抗
．
体お よ ひ IgG

航体 を測 定 した結果 を 表 5 に 示 し た．IgE−RAST は．局所

反応例 （1度） で も44％ に 検 出 され た が， 9度以上 の 重

症反応 （じ ん ま しん
， 呼吸困難 ， 意識消失） で は 全鶴 に

検出 さオ
．
した．　

一
方 1　1g｛≡凾RASI ’

　…幺重症例 1こ なごる 程陽性尋二

が高 くな ウ，意識消失 の 2 例 で は 共 に 陽 性 で あ っ た ．

　 b） protein　A ・RAST

　pretein 　A は 抗 ヒ ト 1呂G 抗 f参と 異 な ウ IgG3 を 結 台

しな い．そ の た め 両者を 比較す る こ とに よ っ て IgG
， の

 

三
ε

ε
辺
‘

蕪

　 n9 ／ml20

．

Io．

5．

1．

o、

O．

n．5 ． ρく O．05

　　　　 igE曹RAST 　　　　　igE−RAST
　　　　（

一
）　 い ）　　　 （

一
）　 （＋ ）

　　　　 局所 反 応 群 　　　　 全 身反 応祷

　 ⊂〉● 局 所 反 応 署1…　 ロ 璽 　じ メr ま し ．母 群

　 △ ▲ 意 識 消 失 群

　匱 ti，抗 ハチ 毒 IgE 抗 体 と 血 浩 h｛rtam ｛ne

疸 との L刷 系，

闘与の 膚無を 検討 で きる の で は．な い か と 考 え た ．図 4

に 両者 の 閥係 を示 した ．そ の 結渠両 者の 問 に は bee 絃

r ・＝ O ．97，
“
，asP は r ・＝D．60 て ，ともに P 〈 0・05 で 有意 の

相関関孫を 認め た ．

　 ⇔ 魚 清 hista］nine 値 の 測定

　函 5 に 血済 hisL己 rnir
｝
e 値 と 臨嫁症状 の 重症度 との 闘

係を示 した ．すなわ ち 局所 反 応群で は 健康成．ノ・、コ ソ i・ロ

ー
ル 群 と の 開 に 有意差 iま 認 め ら れ な カセ 冫 た が， じん ま

しん群で は 0．02＜ P 〈 G，05，意議消失群 て は P く 0．OO5
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で ，
コ ン ト ロ

ー
ル と比較 して 有意に 高値 で あ っ た，次

に 上 記 の 受傷後24時間 以内の 血清 hls；am 三ne 偵 と IgE ・

RAST と の 関係
1
を 図 6 に 示 し た．刺 瘍 バ チ が 確認 で きな

ヵ、
っ た｛殉が 多1　 li

っ ≠二tこめ ，
　bee と wasp の 2 種鷺モの lgE曹

RAST を行 い ，　どち らか
一

方が 陽 性 （RAST 　 scorC 　l 以

上 ） で あ ．
っ た繃 を IgE −RAST 陽性群，両方 が と もに陰

性 で あ っ た 例 を　IgE＿RAST 　陰磬群 と し
1
た．　その 浮占果 ，

全身反応群 で 裸 IgE−RAST 陽性群 の 万 が 陰姓群 ｝こ 比較

して P く 0 ，05で 血 清 histamine 値が 高値 で あ る こ と か

判 賜 し た，しか し局所反硲 群 で は 両 者 の 1罰に 有意差 は 認

め られなか つ た．

考　察

　ハ チ 刺傷 に よ る 反 応 は 筍 所 の 発赤 ，腫脹な どの 軽症で

あ る場 台が多い が ，全身 じん ま しん や 呼 吸 困 難，意識消

失 な どの 重篤 な 全身反応 を 呈 す る場 台 も少な く な い・ま

た　serum 　sickness ，　vasculitis 冫　nephtopathv
，　en ⊂ephalo −

patl］｝’な ど の unusual 　 reactionsii
≧iZ ｝

の 報告 もあ る．こ れ

らの うち large　 lecal　reaction や 窒身 反 応 の 例 で は ハ チ

毒 （venom ）に 対 す る 皮膚 テ ス ド
3）
，　 leucocyte　histamine

release1
“

t 特異的 IgB 抗体
15 ＞

などが 高率 に 陽竹・て ある

こ と か ら， 1塰 ア レ ル ギ ー
反応 の 関与 が 大 きい と考 え ら

れ て い る．私 才こち は よ り直接的 に 1型ア レ ル ギ
ー

反応

の 関与の 有無 を 検討 す る ，ヒ め に ハ チ 刺傷援24時間戸・］ の

血清 に つ い て histarnine を測定 し た． そ の 結果，血 清

histamine値は 局殀反応 例 で は コ ン ト ロ
ール と 比較 し て

有意 な 上 昇は 認 め ら れ なか っ
た が，　じ ん ま IL．ん （p ＜

0．  5），意識消失 （P ＜ O，005）な ど の 全 身反応例 で は

高値 で あ っ た ． こ の こ とか ら ハ チ 刺傷 に よ る 重症化 に

histamine が関係 して い る 二 とが推定 され た． 従来 の 文

献 で は ハ チ 刺 傷 に よ る 全 身反応 と ア ト ピ ー素医 の 有無

との 間 に 相 関 が な い と い う報 輩
・が 多 い

IE ）17 ］，し か し最 近

Settipane ら
埼

は 気管支喘息患者で の ハチ 荊傷 に よ る全

身反応 の 頻度 は 正 常人 と 比較 し て 増加 して い な か っ た

が，呼吸困難症状 が 有意に 増．加 して い た と報告 して い

る， 気管支喘息患者 で は histaminc 吸 入 閾値 が 低   ・ば

か eで な く． histamine の 静脈 内投与 に よる反応 も亢進

し て い る 場合 が t
’　L ．

lg ）．今 回 の 私 k ち の 検討 で は ，
ハ チ

刺傷 に よ っ て 三瞬ぎ中砕 higtamine値 が 実課 に 上昇 し て

い る こ とが 判明 した の で ．気管支喘息 の 中で も と くに

histaminc 感受盤 の 亢進 して い る 例 で は ハ チ 刺傷陵 の 呼

吸困難症状 の 発現 に 注意 し な ければ な らな い と 思 わ れ

る．

　ハチ 刺傷に よ る血清 hktamin ε の 由来に 関 して 2 つ の

考え 方 が 可能 で あ る．第 R 諫 11傷局所 で m ・・t ・・］1か ら

放出 され た hlstamine の 血管内 へ の 逆流，第 2 は 刺傷

部位 か ら・・チ 毒自体が血 管内 へ 流 入 す る こ とに よ っ て 血

液中 の 1eucocyte や 他 の 組織湘 の ma ・st　 cell と 反応 し

histamine が 放出 され る機 序で あ る ．私 達の 症偶 で は ，

重症弼 に お い て 軽症例 に 比 軟 して 局所反応 が強い と い う

傾向 は 認め られ な か っ た ．また Sじ botkaゆ
らも全身反応

蝿 で は （チ 毒 に よ る leUCocyte　 histamine　release が 高

率 に 陽性 で あ る こ とか ら，ハチ 刺傷 の 重症化1こ は ハ チ 毒

自体が 血 液 中に 流 入す るの で は な い か と推論 して い る．

流血 中 に ハ チ 毒が存在す る の で あ れ ぽ， こ の ハチ 毒が

IgE や IgG 抗体 を 介 して histarn三ne 遊離を 起 こ す の

か ， そ れ と も抗体 の 闘与 な しに 直接 maSt 　ceil に 作用 し

histamine が遊離され る の か が 問題 とな る． ミ ツ バ チ 毒

で は そ の ；｛1の peptide・40… と い う 麹質 が 直接 mast 　ce ］1

に 1乍用 して ， hista皿 lnc を 放出 させ る と い う 報告 が あ

る
2D ， し か し ス ズ メ バ チ や ア シ ナ カ バ チ な ど の 野生 パ チ

に こ の よ う な histamine　 release が存在す る か ど うか に

閨 し．て は 強討が な され て い な い よ うで あ る．

　 ハ チ 刺傷 に よ る 全 身 反 応 に お い て 抗 ハ チ 毒 IgE 抗体

の 関与が 重要 で あ る こ と｝ま Reisematii｝，
，
5ettipaneユ6丿 ，

．Nliyachit2 ，

ら の 研 究 に よ っ て 明らか に さ れ て ぎた ，ま た

局所 の 発赤 や硬黠 が 24−72時間以上 続 く 1arge　Iocal　 rea −

ctiDn に お い て 特異的 IgE 抗体 が 高率に 検 出 され ，　 IgE

抗捧 の 関与 が い わ れ て い る
1fi＞2 ：

’
）．私 た ち の 今回 の 結果 で

も，bee ま たは wasp の IgE−…む、ST が 陽性 で あ っ た 群

は 陰 性 群 と 比 較 して 受傷直後の 血清 histam1ne 値が有

意 （Pく 0．05） に 高笹 て あ、
っ て ，発症 に IgE 抗体 の 関

与 が 推 定 さわ た， し か し IgE 抗体 の 測 定だ け で ハ チ 刺

蕩 に よ る 全身反応 の 有無 を す べ て 予測 し うる か ど うか

い ま だ 疑問 で あ る．　まず IgE 抗体の 測定時期 に 関 し

て 受傷後 2週 闘 以 内 や 5 年以上 羅過 す る と IgE 抗 体 を

換出 で きな くなる とい う報告があ ウ
脚

，今回の 営林署職

員で の 検討 で は 刺傷 後 i年以 ヒ経過 した例 に お い て 有意

　（♪く 0 ，G2） に lgE −RAST の 陽性率 が 低下す る こ と がわ

か ワ．IgE・RAST を 評価す る うえ で 注意 すべ き点 か と思

わ れ た，

　 全身反応 の 中 に ば generalized 　pruritis， urticarla ，　ang め一

・d・ m ・
，
hyp ・セ・ nsi 。 ・・，・h・ ・k

，　 u ・ c   lmsCi・ usness ，　 Te ・pi・al ・ ・y

problem な どが含ま れ るが
均

、私 た ち は こ れ らの 症状別
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1i28 抗・・チ lgE，工gG 抗体 と 薀 漬 histar，｝ine

に IgE −RAST の 陽性率を 比較し て み た，そ の 結果 urti −

caria の 倒 に Ig．　FrRAST の 陽性率 か 高 く，最 も重靠 て あ

っ た意識消失輔
．
こ 淘 自．・て IgE 抗 佑を 検 揖す る こ とが で

きなか っ た 〔表 4 ），Re 量seman 　iv：：）
も典型的な aiiaph ＞

’齟

Iaxis を 呈 した 例 に お L・て IgE 抗体 が 検出 で ぎな か ．
っ

た 18携を 報告 し，ハチ 刺傷 に よ る全身反応 の 発境に 除 し

て ，IgE 抗体 以 外 の 要素 の 可 能 性 を 指 摘 して い る．

　 bee　 ve 】lum を使 っ た 検討 で は ，抗 bee　 s
・
enom 　 IgG

抗体は b…ocking 　 antibody と し て 作用 して い る と い う報

皆力こ多  ・1＿　　
』
9なh 』

ら ，　　養蜂家
3弓｝

　や 滅感 f乍繚法
：7）
　な　ど1こ　よ

っ てハチ に 対 す る 感受桂 が 失 わ れ た 例 で は 特 異 的 IgG

抗体 が 高 い こ と，ま た 抗 bee ・ en 。 m 　lgG 抗鉢 の passive

immunizati 。n に よ っ て 全身反応 力；予防 され rこ とい う，報

告
2s ）

な どで あ る，　 SobotkatC） らは ハ チ 刺 毎で 據 マε粉症 な

どの 他の ア レ ル ギ ー
疾患．と異 な リハチ 毒 自体 が 亅甑管内に

流 入 す る た め に ，1血清 中の 抗 ハ チ 毒 IgG 抗体ttミ block．

ing　antibody と 廴．て 作用 L．て lgE 抗体 との 結 合を阻止

す る の で は な い か と考 えて い る．　 しか し IgG 抗体 の 存

在 が ハ チ ァ レ ル ギ ー予 防 の 最 も よ い 指 標 に な る 訳 で は な

い。Hoffman ら
≧’｝

は 19TGIIgE　ratio が ・・チ ア レ ル ギー于

防 の 指標 に な る と報告 し て い る ボ ，限界 が あろ よ うで あ

る．

　 IgG 抗体 は ．L記 の よ うな block｛ng 　antibody と し て

の 作用 の ほ か に ，short −teTm ・sensitizing 　 antibOdy （SIS −

IgG ）
ec’）

と し て anaph ＞
，lactic に 作 三｝1す る 場合が あ る幽 1．

か し抗 ハ チ 毒 IgG 抗体 が arLaphylactic に作用 す る と い

う報告は 見あた らな い ，私 た ち の 救急外来 で の 鰌 で は

（表 5 ）IgE 抗体 は 皿 凌以上 の 全 身反 応 例に 対 して 圭

例 が 陽性 で あ っ た が， IgG 抗体 て は H度33％，　 璢度 砒

％，1V度 IDO勿 と，重症 に な る に 従 っ て 陽性率が 増加 す

る傾向 が 認 め られ た ，　 こ の こ とか ら 私 た ち が PhaClebas

IgG．RAST 　kit で 測定 した IgG 抗捧は anaphylactic
に

作用する 可能性があ る よ うに 思 わ れ る． IgG 抗 体 は FC

部分 の 抗原性 か ら 4種の subclaSS に 分類 され．て い る
：！♪，

こ れ ら の うち ヒ ト の 好壗基球 の 表面 に は lgG2： 2）
，
　lgG °，｝

33 ）
の 2 種類 が 存在 し 1型 ア レ ル ギ

ー
反応 を お こ す可能

性 が 示唆 され て い る．特異的 lgG−subclass 抗体 の 韻・促

を行 う こ とは 困 難 で あ る た め に ，硬宜的 に
，

IgG
， を 結

合 しな い protein　A −RASI
’

との 比較を 行 っ た，　 lgGs ｛＃．

全 王gG 量 の 7 ％ に すぎな い か ら pretein　A を 用 い ナこ力

法と抗 匕 ト IgG 抗体を用 い た方法 と の 問に は 直線関係

が認 め られ る とい う報告が多い が
6）54）．私 た ち の 腸 合 に

も相更開漂 （r ； O・97 （bee），0．60 （wasp ） Pく O ，05） が

認 め られ，1．gGe が mino τ component て あ る こ とが わ か

・訟 ． 今後こ tiし ら の lgG 抗体の ，酬 ミに つ い て さ らに 検

討 しなけれぽ ならな い と考え て い ろ．

it”1 語

　 1）　ハ チ 刺 蕩後24時問以内の 血 清 で histamine を測

定 した．局所反応鏑で は 健i藁成人 ：・ソ ト 弾
一

ル と比 較 し

て有意な上昇が 認め られ な か っ た が， じ ん ま L ん （Pく

O．  5），意識消失 （P〈 O．OC　5） な ど の 全身反応 例 に お い

て ば 有意 に 高値 で あ っ た．

　 の　ハチ 刺傷 tt
’
〈

”
に 全身反応 を 呈 した 銅で は bee また

は wagp 　iこ 対 す る IgE−RAST 陽性者 の 方 が 陰性者に 比

較 して 受傷後の 血清 histamine値が高値 （Pく Q．05） で

　か　　　　　　　　‘り つ rこ ．

　 3）　！ ・チ 刺 傷後の 重症度 と抗ハチ 毒 IgE 抗体 ，
　 IgG

銃捧 との 闘孫 て は， IgE 抗体 は 丑 度 以、　Eの 全 身 反応例

に 対 し て 全 綱 が 陽牲 で あ っ た が， IgG 拡体 で は 1度11

％ ， H 曳33％，　 E 度 60％，　W 度 IC糟％ と 重症 に な る に 従

っ て 陽性率 が 増 加 す る 傾 向 が 認 め ら れ た，

　4） Phadeba5 王gG −RAST と protein　A を tracer と

しナこ prOtein　A・RAST 　との 間 ｝二柑関関 係　（bee： t＝O．97
，

」りく   響〔）5
冫　wasp ： r ； 0 ・6Cl

， メ）く O、05）　力二認 め ら津し≠二．

　蘇 を 終 え る に 際 し，御 校 畷 を 賜 っ た 黒 梅 恭 芳 教 授 に 深

謝 い た し ま す， ま た ，御 協 力 を い た だ い た 佐 久 給 合 痛

駐，佐 々 木 真 轎 外 科 部 長、神 辺 譲小児 科 蓄 長 ， 堀 内 信之

環 膚科医長 に ，そ し て Phadebas　lgG・RAST 　kit を 塁供 し

て い 辷 だ い た 塩 野 義 製薬 株 式 会 社 に 深 謝 い た し ま す．

　木 論 文 の 要 旨は 第 蓬晒 臨床 ア レ ル tf 一
硲 究 塗 ，第 31固

日 本 ア ン ル ギ
ー学 会総会 に お い て 発 裘 し え ．
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